
2,298,586 132,502 千円 51,951 千円 -648,992 千円 728,141 千円 146,338 千円 -537,297 千円

千円 5.8 % 2.3 % -28.2 % 31.7 % 6.4 % -23.4 ％

120,000 80,000 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

千円 66.7 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 ％

250,000 100,000 千円 0 千円 -19,000 千円 -81,000 千円 100,000 千円 20,000 千円

千円 40.0 % 0.0 % -7.6 % -32.4 % 40.0 % 8.0 ％

枕崎市
赤字削減予定額

（率）

曽於市

根本原因である未改定税率を２～３段階に分けて改定し、標準税率に近づけ法定外繰入金の削減と解消を
目指す。
例：R7年度からR10年度の間で３段階で改定
　　R7年度　R10年度の間で２段階で改定

都道府県赤字削減・解消変更計画書

赤字削減予定額
（率）

【R6.3月鹿児島県国民健康保険運営方針　抜粋】
・国保財政を安定的に運営していくためには，国民健康保険が一会計年度単位で行う
短期保険であることに鑑み，原則として，必要な支出を保険料(税)や国庫負担金など
により賄うことにより，国保特別会計において収支が均衡していることが重要である。
・このため，市町村における決算補填等を目的とする法定外一般会計繰入や繰上充
用については，計画的・段階的に解消を図るとともに，新たに発生させないことを共通
認識とする。

計画年次 第1年次 第2年次
保険者名
（市町村）

赤字額

令和２年度年　　　度 平成30年度 令和元年度

第6年次

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針
（都道府県の国民健康保険運営方針を転記することも可）

鹿児島市
赤字削減予定額

（率）

令和３年度

１　 医療費の適正化対策
　(1)被保険者の健康増進に対する意識高揚の推進
　　①健康診査の推進　②生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底　③庁内・関係機関との連携
　(2)被保険者の医療費に対する意識高揚の推進
　　①医療費適正化に向けた普及啓発　②本市国保情報（医療費、財政状況等）の発信
　(3)制度運営者としてのチェック機能の強化
　　①給付適正化の推進
２　収納率向上対策
　(1)徴収体制の強化
　　①納期内納付の推進　②早期納付の推進（早期納付に向けた指導・催告等）
　(2)滞納処分の強化
　　①差押え等滞納対策の強化　②庁内・関係機関との連携
　(3)その他収納率向上対策
　　①資格の適正化による取組み　②課税適正化の取組み　③職員・納税嘱託員の資質向上
３　その他健全化策
　(1)上記以外の増収対策
　　①国・県支出金の対象となる事業の積極的な活用
　(2)上記以外の経費節減策
　　①効果的・効率的な事務執行による経費節減
　(3)国への要望
　　①市長会及び九州国保研究協議会を通じた要望
４　税率改定
　(1)安定運営のための適切な税率改定の検討
５　一般会計からの支援
　（1）法定外繰入金の考え方の整理

●　国民健康保険税の適正賦課のために，算定方法の4方式から3方式の移行と，税率改定について検討
する。　（平成30年度の賦課内容については，平成30年6月議会までに決定する）
●　医療費の多くを占める生活習慣病対策として，基本となる特定健診の受診率向上を図りつつ，保健指
導の在り方を見直す。
●　医療費抑制対策として即効性のある後発医薬品利用率向上対策については，既に高い水準にはある
ものの，市医師会及び薬剤師会と連携し，更なる向上を目指す。
●　令和７年度の税率改定に向けて取組を進める。

　

【R6.3月鹿児島県国民健康保険運営方針　抜粋】
・解消・削減すべき赤字が発生した市町村であって，翌々年度に赤字の解消・削減が見込まれない市町村は，赤字解消の目標年次，赤字解消のための計画的・段階的
な保険料(税)率の引上げ等を含めた取組に係る健全化計画を策定したところであり，当該計画に基づき取組を進め，令和10年度までに解消する。
・新たに解消・削減すべき赤字が発生した市町村であって，翌々年度に赤字の解消・削減が見込まれない市町村は，赤字発生年度の翌年度中に，赤字の要因を分析
し，県と協議を行った上で，赤字削減・解消のための基本方針，実効的・具体的な取組内容（保険料率の改定，医療費適正化，収納率向上対策の取組等），赤字解消の
目標年次及び年次毎の計画（赤字の削減予定額，削減予定率）を定めた健全化計画を策定し，計画的に取組を進める。
・赤字の解消又は削減については，国民健康保険が一会計年度を収支として行う短期保険であることに鑑み，原則として赤字発生年度の翌年度に解消を図ることとす
るが，被保険者の保険料（税）負担の急変を踏まえ，単年度での赤字の解消が困難な場合は，令和10年度までの期間を目標年次とする計画を策定する。
・市町村が健全化計画を策定するに当たっては，市町村国保運営協議会等の意見等を踏まえた上で，実効性のある計画となるよう留意するとともに，目標年次までに各
市町村の保険料(税)率を各市町村の算定基準に基づく標準的な保険料(税)率に近づけていくこと，又は一定期間標準的な保険料(税)率を超える保険料(税)率を設定す
ることで，単年度の赤字を解消する計画を立てる必要がある。
・県は，市町村が行う健全化計画策定に当たり，随時，技術的助言を行うとともに，市町村から報告を受けた計画のうち目標年次や主な取組，赤字の要因分析，法定外
繰入額等について，運営方針に基づきこれをとりまとめ別途公表する。

赤字削減・解消のための具体的取組内容
（市町村の取組を総括して記載することも可）

令和４年度 令和５年度

市町村の主な取組内容

第3年次 第4年次

都道府県名

（平成30年度から令和５年度まで６ヶ年計画）
鹿児島県

第5年次



2,298,586 143,488 千円 143,489 千円 143,489 千円 143,489 千円 1,851,988 千円 0 千円

千円 6.2 % 6.2 % 6.2 % 6.2 % 80.6 ％ 0.0 ％

120,000 10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円 0 千円 0 千円

千円 8.3 % 8.3 % 8.3 % 8.3 ％ 0.0 ％ 0.0 ％

250,000 0 千円 40,000 千円 0 千円 40,000 千円 50,000 千円 0 千円

千円 0.0 % 16.0 % 0.0 % 16.0 % 20.0 ％ 0.0 ％

都道府県赤字削減・解消変更計画書 　 都道府県名

（平成30年度から令和５年度まで６ヶ年計画）
鹿児島県

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針
（都道府県の国民健康保険運営方針を転記することも可）

赤字削減・解消のための具体的取組内容
（市町村の取組を総括して記載することも可）

【R6.3月鹿児島県国民健康保険運営方針　抜粋】
・国保財政を安定的に運営していくためには，国民健康保険が一会計年度単位で行う
短期保険であることに鑑み，原則として，必要な支出を保険料(税)や国庫負担金など
により賄うことにより，国保特別会計において収支が均衡していることが重要である。
・このため，市町村における決算補填等を目的とする法定外一般会計繰入や繰上充
用については，計画的・段階的に解消を図るとともに，新たに発生させないことを共通
認識とする。

【R6.3月鹿児島県国民健康保険運営方針　抜粋】
・解消・削減すべき赤字が発生した市町村であって，翌々年度に赤字の解消・削減が見込まれない市町村は，赤字解消の目標年次，赤字解消のための計画的・段階的
な保険料(税)率の引上げ等を含めた取組に係る健全化計画を策定したところであり，当該計画に基づき取組を進め，令和10年度までに解消する。
・新たに解消・削減すべき赤字が発生した市町村であって，翌々年度に赤字の解消・削減が見込まれない市町村は，赤字発生年度の翌年度中に，赤字の要因を分析
し，県と協議を行った上で，赤字削減・解消のための基本方針，実効的・具体的な取組内容（保険料率の改定，医療費適正化，収納率向上対策の取組等），赤字解消の
目標年次及び年次毎の計画（赤字の削減予定額，削減予定率）を定めた健全化計画を策定し，計画的に取組を進める。
・赤字の解消又は削減については，国民健康保険が一会計年度を収支として行う短期保険であることに鑑み，原則として赤字発生年度の翌年度に解消を図ることとす
るが，被保険者の保険料（税）負担の急変を踏まえ，単年度での赤字の解消が困難な場合は，令和10年度までの期間を目標年次とする計画を策定する。
・市町村が健全化計画を策定するに当たっては，市町村国保運営協議会等の意見等を踏まえた上で，実効性のある計画となるよう留意するとともに，目標年次までに各
市町村の保険料(税)率を各市町村の算定基準に基づく標準的な保険料(税)率に近づけていくこと，又は一定期間標準的な保険料(税)率を超える保険料(税)率を設定す
ることで，単年度の赤字を解消する計画を立てる必要がある。
・県は，市町村が行う健全化計画策定に当たり，随時，技術的助言を行うとともに，市町村から報告を受けた計画のうち目標年次や主な取組，赤字の要因分析，法定外
繰入額等について，運営方針に基づきこれをとりまとめ別途公表する。

保険者名
（市町村）

赤字額

計画年次 第7年次 第8年次 第9年次 第10年次 第11年次 第12年次

市町村の主な取組内容

年　　　度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

鹿児島市
赤字削減予定額

（率）

１　 医療費の適正化対策
　(1)被保険者の健康増進に対する意識高揚の推進
　　①健康診査の推進　②生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底　③庁内・関係機関との連携
　(2)被保険者の医療費に対する意識高揚の推進
　　①医療費適正化に向けた普及啓発　②本市国保情報（医療費、財政状況等）の発信
　(3)制度運営者としてのチェック機能の強化
　　①給付適正化の推進
２　収納率向上対策
　(1)徴収体制の強化
　　①納期内納付の推進　②早期納付の推進（早期納付に向けた指導・催告等）
　(2)滞納処分の強化
　　①差押え等滞納対策の強化　②庁内・関係機関との連携
　(3)その他収納率向上対策
　　①資格の適正化による取組み　②課税適正化の取組み　③職員・納税嘱託員の資質向上
３　その他健全化策
　(1)上記以外の増収対策
　　①国・県支出金の対象となる事業の積極的な活用
　(2)上記以外の経費節減策
　　①効果的・効率的な事務執行による経費節減
　(3)国への要望
　　①市長会及び九州国保研究協議会を通じた要望
４　税率改定
　(1)安定運営のための適切な税率改定の検討
５　一般会計からの支援
　（1）法定外繰入金の考え方の整理

枕崎市
赤字削減予定額

（率）

●　国民健康保険税の適正賦課のために，算定方法の4方式から3方式の移行と，税率改定について検討
する。　（平成30年度の賦課内容については，平成30年6月議会までに決定する）
●　医療費の多くを占める生活習慣病対策として，基本となる特定健診の受診率向上を図りつつ，保健指
導の在り方を見直す。
●　医療費抑制対策として即効性のある後発医薬品利用率向上対策については，既に高い水準にはある
ものの，市医師会及び薬剤師会と連携し，更なる向上を目指す。
●　令和７年度の税率改定に向けて取組を進める。

根本原因である未改定税率を２～３段階に分けて改定し、標準税率に近づけ法定外繰入金の削減と解消を
目指す。
例：R7年度からR10年度の間で３段階で改定
　　R7年度　R10年度の間で２段階で改定

曽於市
赤字削減予定額

（率）



18,000 0 千円 0 千円 0 千円 2,800 千円 7,600 千円 7,600 千円

千円 0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％ 15.6 ％ 42.2 ％ 42.2 ％伊佐市
赤字削減予定額

（率）

第6年次

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針
（都道府県の国民健康保険運営方針を転記することも可）

【R6.3月鹿児島県国民健康保険運営方針　抜粋】
・国保財政を安定的に運営していくためには，国民健康保険が一会計年度単位で行う
短期保険であることに鑑み，原則として，必要な支出を保険料(税)や国庫負担金などに
より賄うことにより，国保特別会計において収支が均衡していることが重要である。
・このため，市町村における決算補填等を目的とする法定外一般会計繰入や繰上充用
については，計画的・段階的に解消を図るとともに，新たに発生させないことを共通認
識とする。

計画年次 第1年次 第2年次

【医療費適正化に向けた取り組み】
・糖尿病性腎症重症化予防事業の実施
・高血圧重症化予防事業の実施
・特定健康診査受診率、特定保健指導実施率の向上
【収納率向上対策】
・国保税に特化した徴収事務計画を策定し、収納対策の強化を図る
【その他取組】
・保険者努力支援制度等の財政支援を活用した公費確保を図る
【保険税率の見直し】
・医療費適正化対策、収納率向上対策、その他公費確保対策等を行って、なお歳入不足が見込まれる場合
は、県が示す標準税率を参考に適正な税率設定を行う

都道府県赤字削減・解消変更計画書 　

【R6.3月鹿児島県国民健康保険運営方針　抜粋】
・解消・削減すべき赤字が発生した市町村であって，翌々年度に赤字の解消・削減が見込まれない市町村は，赤字解消の目標年次，赤字解消のための計画的・段階的な
保険料(税)率の引上げ等を含めた取組に係る健全化計画を策定したところであり，当該計画に基づき取組を進め，令和10年度までに解消する。
・新たに解消・削減すべき赤字が発生した市町村であって，翌々年度に赤字の解消・削減が見込まれない市町村は，赤字発生年度の翌年度中に，赤字の要因を分析し，
県と協議を行った上で，赤字削減・解消のための基本方針，実効的・具体的な取組内容（保険料率の改定，医療費適正化，収納率向上対策の取組等），赤字解消の目標
年次及び年次毎の計画（赤字の削減予定額，削減予定率）を定めた健全化計画を策定し，計画的に取組を進める。
・赤字の解消又は削減については，国民健康保険が一会計年度を収支として行う短期保険であることに鑑み，原則として赤字発生年度の翌年度に解消を図ることとする
が，被保険者の保険料（税）負担の急変を踏まえ，単年度での赤字の解消が困難な場合は，令和10年度までの期間を目標年次とする計画を策定する。
・市町村が健全化計画を策定するに当たっては，市町村国保運営協議会等の意見等を踏まえた上で，実効性のある計画となるよう留意するとともに，目標年次までに各
市町村の保険料(税)率を各市町村の算定基準に基づく標準的な保険料(税)率に近づけていくこと，又は一定期間標準的な保険料(税)率を超える保険料(税)率を設定する
ことで，単年度の赤字を解消する計画を立てる必要がある。
・県は，市町村が行う健全化計画策定に当たり，随時，技術的助言を行うとともに，市町村から報告を受けた計画のうち目標年次や主な取組，赤字の要因分析，法定外繰
入額等について，運営方針に基づきこれをとりまとめ別途公表する。

赤字削減・解消のための具体的取組内容
（市町村の取組を総括して記載することも可）

令和７年度 令和８年度

市町村の主な取組内容

第3年次 第4年次

都道府県名

（令和３年度から令和８年度まで６ヶ年計画）
鹿児島県

第5年次
保険者名
（市町村）

赤字額

令和５年度 令和６年度年　　　度 令和３年度 令和４年度


